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〃　　　青年（青年女性）部長
道本部  青年部幹事
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　自治労北海道本部

執行委員長　山上　　潔　　

青年部長　牧野　長武
　　　　　　　　

第５１回北海道青年学生平和友好祭典の開催について

日頃から、諸闘争に奮闘されていることに、心から敬意を表します。
さて、経団連は電力不足による国内産業の空洞化や経済の停滞を主張し、電力会社も計画停電や節電要請で国民に電力不足を強調しています。昨年の福島第一原発の事故は今もなお収束の目処が立たず、「核と人類は共存できない」ことが改めて明らかになったにもかかわらず「原発は危険だけど必要」という国民世論が作られています。

今祭典では、電力の需給状況の事実を学習するとともに、今後のエネルギー政策について参加者一人ひとりの率直な思いを交流し、今後の運動強化に向けた討論の場としたいと考えています。

北海道青年学生平和友好祭典は今回で51回目を迎えます。この間、祭典参加者数は減少傾向にありますが、生命や生活を脅かすあらゆる課題が山積している今こそ、改めて反戦・平和闘争の強化に向けた学習・交流が必要となっています。

つきましては、自治労北海道本部青年部も平和友好祭典に積極的に参加して行くこととしますので、それぞれの地本、単組・総支部での参加に向けた取り組みをよろしくお願いいたします。
記

１．と　き　　2012年８月25日（土）13：00（受付12：30から）～26日（日）12：00
２．ところ　　岩内町・岩内地方文化センター

岩内郡岩内町字万代５１番地の７（ＴＥＬ０１３５－６２－０００１）

＜分散会・宿泊＞

岩内町・マリンビュー

　　　　　　　　　岩内郡岩内町野束３５０－８（ＴＥＬ０１３５－６２－１０１１）
　　　　　　　※コテージでの宿泊となります。備え付けの寝具もありますが、寝袋と洗面道具を
持参ください。
３．第５１回北海道祭典プログラム

［１日目（８月２５日）］
　　13:00  開会

13:30  基調講演

15:00  マリンビューへ移動、分散会

18:30  反帝連帯の夕べ 　

18:50　エルベの集い

19:00　夕食交流

［２日目（８月２６日）］

10:00　泊原発視察

12:00  解散
４．参加費　一人５，０００円

・夕食交流に参加しない方は１，０００円。

・宿泊、朝食が不要の方は３，０００円。

　　　　　※参加費は当日受付でお支払い願います。

　　　　　※コテージでの宿泊となります。備え付けの寝具もありますが寝袋と洗面道具を持参く
ださい。

5． 集約　　　　８月１７日（金）　別紙報告書で、氏名を報告願います。
6． 物資販売　　「第５１回北海道青年学生平和友好祭道祭典記念珍味」

１袋１，０００円（道実上納９００円）

（内訳・原価５００円、財政カンパ４００円、地区財政１００円）

４種類（イカ・タラ・タコ・ホタテ）あります。別紙注文申込書で注文願い
ます。

この記念珍味の物販については、極力各労組の基本組織の組合員の方々にも
「平和友好祭運動の財政づくり」と一声かけて販売してください。

　

　　＜物販代金振り込み先＞

　　　　北海道労働金庫　道庁支店　普通　３５１６５６５　　自治労青年部事務局
7． 実行委員会体制

実行委員長　　牧野　長武　 （自治労道本部青年部長）

副実行委員長　羽場　尚樹　 （社青同北海道地区本部委員長）

〃　　　　井端　隼平　 （全開発青年部本部青年部長）

 　　　　 〃        伊藤　正樹　 （自治労後志地方本部青年部長）

事務局長　 　 根本　　圭　 （社青同北海道地区本部）

事務局次長　　加賀　正浩   （全道庁労連本部青年部長）　　　　　　　　　

実行委員　　　工藤　哲士　 （林野労組）

〃　　　　 鶴見　雅志　 （北労金労組）

〃　　　　 石井　雅志　 （社保労連）

〃　　　　　　　　　　　（北教組）
〃　　　　　　　　　　　（学生）
〃　　　 　宇高　　渉　 （社青同）

〃　　　　 引地　圭太　 （社青同）
〃　　　　 萩原　直　　 （社青同）
〃　 　　　各単産青年部・女性部・実行団体役員

※　問い合わせ・報告先　自治労北海道本部　青年部　牧野・高山
　　　　ＴＥＬ：０１１－７４７－３２１１　ＦＡＸ：０１１－７００－２０５３
　　　　メール：makino@jichiro-hokkaido.gr.jp　　　　　　　　　　　　　　　　　以　上









